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この小論の目的は三つある。第一に、 ムンダ人の牒耕低礼について、 その概

略を記述すること。 そして、 その記述に基づいて次の二点を指摘したい。 従来

ァッサム以西の稲作民族には稲魂の観念がないとされてきたが、 アッサム以西

に住むムンダ人にも稲魂観念があるということ。 さらに、 策者はすでにムンダ

人の農耕文化についての論文のなかで〔長田1995a〕、 おもにムンダ人の稲作

技術に関しては「インド稲作文化異質論」は当てはまらないことを指摘したが、

農耕依礼に関しても「インド稲作文化異質論」は適応できないこと、 以上三点

である。 そこでまず、 兼者が論を展開する前に、 その前提となる学説を筒単に

紹介することから始めておこう。 なお、 フィ ー ルドデー タは筆者自身によるも

ので、 調査地等、 フィ ー ルドについての詳細は長田〔1995a : 7-10〕を参照の

こと。

まず稲魂について、 岩田艇治は次のような典味深い指摘を行っている〔岩田

1993 : 401-2〕。

これはかつてイジコヴィッツがいったことだが1) 、 アッサム以西では稲のカ

ミ ーここでは稲魂と区別せず使うーは認めておらず、 以東、 つまりアッサムや

ミャンマ ー から東南アジアにかけてはじめて稲にカミとしての地位が認められ、
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